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 子どもの貧困対策を民間の立場から進める公益財団法人「あす

のば」（東京都港区）が先月、設立１周年を迎えました。「明日の

場」の他に、私たち（ｕｓ）と新星（ｎｏｖａ）の意味を込めた

「あすのば」は、2014年に施行された子どもの貧困対策法の理念

の実現を目指し、政策提言から草の根の交流まで幅広く活動して

います。事務局長の村尾政樹さん（25）＝写真＝は小学６年の時に母を自殺で亡くし

ました。「生きづらさを抱える人たちを支えたい」という思いを胸に、学生時代からさ

まざまな挑戦を続けています。そんな村尾さん自身も生きづらさと闘い、時に「死に

たい」という衝動に駆られたと言います。村尾さんと６年間の親交を続けてきた記者

が、彼と周囲の人たちの模索と成長の足跡を描きます。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待下さい。 

 

 

 

 

 

 

 政治資金の公私混同問題などを問われた舛添要一前東京都知事へのお茶の間の怒りは、

すさまじいものでした。ところが、新しい「首都の顔」を選ぶ今回の選挙は今一つ盛り

上がりに欠けるようです。なぜなのか。そして、有権者は何を基準に「この１票」を投

じればいいのでしょうか。経済ジャーナリストの荻原博子さん＝写真、ジャーナリスト

の青木理さん、早稲田大名誉教授の北川正恭さんと一緒に、街頭演説の場で考えます。 

 

 

 

 

 

 

 これまで安全と思われてきた欧米の各都市で、一般市民が犠牲になるテロが頻発していま

す。発展途上国ではクーデターや内戦に巻き込まれるリスクも現実問題になってきました。

夏休みを迎え、海外旅行者が多くなる季節です。外国で気をつけるべきことは何か。万一の

不測の事態に直面したらどうすべきか。出発前に準備しておきたいことをまとめました。 

 

 

 

 

 バブル崩壊後、日本人の旅行は「安・近・短」が主流でした。価格が安く、近い場所

へ、短期間だけ出かけるというスタイルです。今年の夏、国内では熊本地震の被災地を

含む九州や、東日本大震災の東北への旅行が注目されています。震災の実情を学べるだ

けでなく、現地に宿泊して食べたり買い物をしたりすることで、地元経済への貢献も期

待できるためです。おすすめの旅行先を紹介します。 

 

生きてみようを支える 25歳の模索   24 日（日）  

荻原博子さんらと見に行った 

なぜ？盛り上がらぬ「首都の顔」選び 

夕刊特集ワイド 25日（月） 

夏休みのおすすめ旅行    くらしナビＡ面 31日（日） 

海外で身を守るには    くらしナビＡ面 28日（木） 



 

 

 

 

 読者投稿欄「女の気持ち」の掲載者を記者が訪ねる人気コーナー。今回は、東京都

町田市の 50歳女性宅を訪問します。骨折したり顔に青あざをつくったりしながら続け

てきたバイクレース。成人式の当日、親が用意してくれた晴れ着も着ずにバイクの練

習に出かけてしまった娘は 30年たった今、「心配ばかりかけてごめん、そしてありが

とう」と天国の母に語りかけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 障がい者スポーツの祭典、リオデジャネイロ・パラリンピックの開幕が近づいてき

ました。日本パラリンピアンズ協会会長の河合純一さん＝写真＝は（41）は 15歳で

全盲になりました。気持ちを奮い立たせて打ち込んだのが水泳。パラリンピックでは

21個のメダルを獲得しました。共生とは共に生きるではなく、共に生かすこと――。

滋味あふれる話に、じっくり耳を傾けました。 

時代が見える――。オピニオン面にご期待ください。 

 

 

 

 

 学会ごとにバラバラに認定されている専門医の質の確保と信頼性の向上を目指し

て、来年４月から予定されていた新専門医の養成開始が見送られました。大学病院が

中心となって、内科、外科など 19の基本領域で養成を行いますが、医師が都市部に

集中し地域医療に混乱を生じる可能性があったためです。現場の医師の声も含め制度

の意義や課題について考えます。 

 

 

 夏休み恒例の「ニュースな自由研究」が金曜日の紙面まで続きます（木曜日は池上さんのコラムでお

休み）。１、２面を使って、食品ロス、恐竜イラスト、新聞作り、戦争体験聞き取り、とバラエティーに

富んだラインアップを予定しています。今年は上級生向けに、一工夫加えてワンランク上の仕上がりを

目指す「ステップアップポイント」のコーナーも準備しました。さらに、「アスリートなるほドリ」のス

タンプラリーも 20日から始まりました。８月 31日まで続きます。販売店にも問い合わせが来ると思い

ますので、掲載予定表を添付します。新規のお客様が過去の紙面をご要望されたときは、編集部で対応

できます。担当員を通してご連絡ください。 

 

 

 

 

 

女の気持ちをたずねて             25日（月） 

河合純一・日本パラリンピアンズ協会会長 

共生――パラリンピックに望みたい 

オピニオン面 [そこが聞きたい] 29日（金） 

新専門医制度１年延期    医療福祉面・新専門医制度 27日（水） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


